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「
ぐ
る
っ
と
く
ん
」を
上
平
北
小

学
校
西
で
下
車
し
、
道
路
は
少
々

曲
折
し
て
い
る
が
東
へ
向
か
っ
て

歩
く
。
百
メ
ー
ト
ル
も
歩
く
う
ち

に
、
左
右
に
二
カ
所
の
墓
所
を
見

る
こ
と
に
な
る
が
、
右
側
の
墓
所

で
は
小
さ
な「
六
地
蔵
」が
参
拝
者

を
迎
え
て
く
れ
る
。
こ
の
六
地
蔵

は
、
文
政
八（
一
八
二
五
）年
の
造ぞ
う

立り
ゅ
うで
あ
る
。
こ
こ
よ
り
上
平
北
小

学
校
の
前
を
通
り
二
百
メ
ー
ト
ル

も
歩
く
と
、
細
い
排
水
路
の
橋
跡

と
出
合
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
橋

は「
新し
ん

梨な

子し

橋ば
し

」と
称
し
、
宝
暦
十

一（
一
七
六
一
）年
に
南
村
と
菅
谷

村
が
橋
を
め
ぐ
る
激
し
い
境
界
争

論
を
起
こ
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て

い
る
。
訴
状
は
江
戸
の
奉
行
所
ま

で
出
さ
れ
る
が
、
久
保
村
な
ど
の

役
人
が
間
に
入
り
、「
内な
い

済さ
い

」の
形

で
円
満
解
決
し
て
い
る（『
上
尾
市

史
第
三
巻
』）。

　

新
梨
子
橋
を
見
て
元
の
位
置
に

戻
る
こ
と
に
な
る
が
、
北
側
の
墓

所
の
あ
る
三
差
路
で
右
折
す
る
。

百
三
十
メ
ー
ト
ル
も
北
上
す
る

と
、
右
手
に
南
新
梨
子
公
民
館
が

見
え
て
く
る
。
公
民
館
の
敷
地
内

に「
庚こ
う

申し
ん

塔と
う

」が
あ
り
、
青
し
ょ
う

面め
ん

金こ
ん

剛ご
う

・
三さ
ん

猿え
ん

の
彫
り
込
ま
れ
た
見
事

な
塔
を
拝
観
す
る
。
庚
申
塔
は
明

和
元（
一
七
六
四
）年
造
立
で
、

「
南
村
新
梨　

講
中
四
拾
人
」の
文

字
が
見
え
る
。
江
戸
時
代
の
南
村

の
小
字
は「
原は
ら

・
新し
ん

梨な

子し

」の
二
つ

で
あ
る
が
、
二
つ
の
集
落
は
や
や

懸け
ん

隔か
く

し
て
お
り
、
そ
の
間
に
他
村

の
飛と
び

地ち

が
あ
っ
た
り
し
て
大
変
複

雑
で
あ
る
。「
新
梨
子
」と
い
う
小

字
名
は
隣
接
の
上か
み

村
に
も
あ
り
、

こ
ち
ら
は
通
称「
上か
み

新
梨
子
」と
称

さ
れ
て
お
り
、
他
地
区
か
ら
来
た

人
に
は
分
か
り
に
く
い
境
界
で
あ

る
。
な
お
庚
申
塔
の
文
字
は「
新

梨
」な
の
で
、
こ
の
文
字
も
使
わ

れ
た
と
み
ら
れ
る（『
新
編
武
蔵
風

土
記
稿
』）。

　

正
徳
六（
一
七
一
六
）年
の
南
村

明
細
帳
に
は
、「
当
村
ニ
て
田
畑

作
り
之
間
ニ
ハ
、
男
ハ
さ
る（
笊
）

を
作
り
か
せ
き（
稼
ぎ
）仕
候（
つ

か
ま
つ
り
そ
う
ろ
う
）」と
記
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
名
主
の
須
田
治
兵

衛
家
の
享
保
二（
一
七
一
七
）年

「
相
続
財
産
勘
定
帳
」に
は
、
笊ざ
る

の

仕
入
分
が「
七
両
」ほ
ど
あ
る
。

こ
の
資
料
に
よ
る
と
、
南
村
で
は

農の
う

間か
ん

渡と

世せ
い

と
し
て
笊
作
り
が
盛
ん

で
、在
郷
商
人
の
須
田
家
で
も「
七

両
分
」の
在
庫
が
あ
る
と
こ
ろ
を

み
る
と
、
手て

広び
ろ

に
笊
類
が
販
売
さ

れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
南

村
の
笊
作
り
は
昭
和
・
平
成
と
受

け
継
が
れ
て
お
り
、
江
戸
時
代
の

農
間
渡
世
が
現
代
ま
で
存
続
し
た

大
変
珍
し
い
例
で
あ
る（
前
掲
上

尾
市
史
）。

　

南
新
梨
子
公
民
館
か
ら
西
へ
二

百
メ
ー
ト
ル
も
歩
く
と
交
差
点
と

な
り
、
右
折
し
て
東
北
方
向
に
進

む
。
こ
の
道
路
は
古
く
は「
菖
蒲

道
」と
称
さ
れ
た
が
、
こ
の
道
路

沿
い
に
は
近
年
ま
で
笊
を
作
っ
て

い
た「
籠か
ご

屋や

さ
ん
」が
所
在
し
た
所

で
あ
る
。
現
在
で
は
昔
の
笊
作
り

の
面
影
は
見
ら
れ
な
い
が
、
古
い

歴
史
を
秘
め
た
道
筋
と
い
う
こ
と

に
な
ろ
う
か
。

（
元
埼
玉
県
立
博
物
館
長･

黒
須
茂
）

南新梨子
公民館

上平学童

ＪＡあだち野
上平支店

上尾
税務署

上
平
北
小

新
梨
子
橋
跡

「江戸時代から笊
ざる

を作っていた村を歩く」
～南村新梨子～

○に入る文字や数字を当ててください｡

【賞品】正解者の中から抽選で5人に、粗品
を差し上げます。
【応募方法】はがきかメールにクイズの答え、
住所、氏名、年齢、電話番号、『広報あげお』
の感想を記入して、4月20日（火）まで（必着）
に上尾市広報課「わくわくクイズ係」へ。

あて先：〒362-8501本町3-1-1
ﾒｰﾙｱドﾚｽ : s55000＠city.ageo.lg.jp
【発表】賞品の発送をもって発表に代えさせ
ていただきます。　※正解は5月号のこの
コーナーで。前号の答えは「上尾」でした。ご
応募ありがとうございました（応募者43人）。

4月1日（木）から○○○○収集が
始まります。

 （ヒントは7ページ）

市の人口・世帯
（平成22年3月１日現在）

22万6,657人
男／11万3,361人
女／11万3,296人
　※前月より17人増。

9万1,257世帯

上尾の古い地名を　こう
229

25

南新梨子公民館敷地内の「庚申塔」

◆『広報あげお』は、各支所・出張所、ＪＲ上尾駅・北上尾駅のほか市内の各公共施設、金融機関などに置いてあり、自由に持ち帰れます。
◆環境保全のため、市内の公共施設へのお出掛けは市内循環バス“ぐるっとくん”をご利用ください。

【おわびと訂正】3月号歴史散歩2段目後ろから3行目に誤りがありました。
おわびして訂正します。　誤：武蔵国群村誌 → 正：武蔵国郡村誌


